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令
和
七
年
六
月
十
六
日

第
二
十
二
号

ま

め

び

と

岩
國
白
蛇
神
社
崇
敬
会
会
報

◎
今
年
（
一
～
五
月
）
に
斎
行
さ
れ

た
祭
典
と
行
事

【
月
次
祭
】
令
和
七
年

〈
一
月
〉
十
二
日
・
二
十
四
日

〈
二
月
〉
五
日
・
十
七
日

〈
三
月
〉
一
日
・
二
十
五
日

〈
四
月
〉
六
日
・
三
十
日

〈
五
月
〉
十
二
日
・
二
十
四
日

※

六
年
度
月
次
祭
へ
の
参
列
延
べ
人
数
四
二
〇
名

【
一
月
】
令
和
六
年
度

歳
旦
祭(

一
日
二
名
）
・
元
始
祭(

三
日
四
名
）

【
二
月
】

節
分
祭(

二
日
四
十
四
名)

・
紀
元
節
祭(

十
一
日

十
四
名
）

祈
年
祭(

十
七
日
十
八
名)

）
・
天
長
祭
（
二
十

三
日
十
二
名
）

【
四
月
】
令
和
七
年
度

昭
和
祭(

二
十
九
日
十
名
）

会
計
監
査
（
十
九
日
三
名
）

【
五
月
】

第
十
五
回
総
代
会
（
十
七
日
十
三
名

）

【
例
祭
】
十
三
年
祭

令
和
六
年
十
二
月
十
六
日
、
守
川
総
代
長

以
下
十
名
の
総
代
に
、
森
橋
崇
敬
会
会
長
、

吉
川
事
務
所
・
岩
国
商
工
会
議
所
代
表
等
、

お
よ
そ
五
十
名
の
参
列
者
が
拝
殿
に
待
機
す

る
な
か
、
参
進
太
鼓
の
合
図
で
宮
司
以
下
四

名
の
祭
員
が
入
場
し
祭
典
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。修

祓
、
宮
司
一
拝
、
御
扉
開
扉
、
献
饌
、

祝
詞
奏
上
、
奉
納
舞
、
玉
串
拝
礼
、
撤
饌
、

御
扉
閉
扉
、
宮
司
一
拝
、
閉
式
の
辞
、
宮
司

挨
拶
、
崇
敬
会
会
長
挨
拶
と
恙
な
く
祭
典
は

終
了
し
ま
し
た
。
宮
司
か
ら
は
巳
年
を
迎
へ

る
に
当
た
り
、
数
多
の
初
詣
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
万
全
の
準
備
を
行
ひ
、
参
拝
に
来
ら

れ
る
方
も
お
迎
へ
す
る
地
域
の
方
も
互
ひ
に

気
持
ち
よ
く
新
年
を
迎
へ
ら
れ
る
や
う
に
準

備
を
怠
り
な
く
進
め
て
生
き
た
い
旨
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

上
の
写
真
は
宮
司

の
祝
詞
奏
上
時
の

拝
礼
の
様
子
で
す
。

【
節
分
祭
】
二
月
二
日

午
後
三
時

氷
雨
の
そ
ぼ
降
る
中
、
約
四
十
名
の
参
列
を
得
て

節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
巳
年
の
今
年
は
例
年

に
な
く
た
く
さ
ん
の
参
列
が
あ
り
、
数
名
の
方
に
は

参
列
を
お
断
り
す
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
た
。
祝
詞
奏

上
に
続
き
、
拝
礼
後
に
は
「
福
豆
」
を
授
与
し
ま
し

た
。
そ
の
間
斎
主
は
四
方
へ
の
豆
撒
き
神
事
を
行
ひ

ま
し
た
。
参
列
者
も
境
内
に
て
待
機
し
、
四
名
の
巳

年
生
ま
れ
の
方
に
豆
撒
き
の
お
手
伝
ひ
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
参
列
し
た
方
々
を
始
め
数
多
の
人
々
の
無

病
息
災
を
願
ふ
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。

拝

殿

回

廊

か
ら
た
く
さ

ん
の
福
豆
や

お
菓
子
が
撒

か
れ
ま
し
た
。

【
第
十
五
回
神
社
総
代
会
】

五
月
十
七
日
、
当
神
社
崇
敬
会
会
長
森
橋
宏
之

氏
を
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、
全
総
代
十
九
名
中

十
二
名
の
総
代
の
出
席
を
得
て
、
第
十
五
回
総
代

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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平
田
宮
司
と
森
橋
会
長
挨
拶
の
後
、
宮
司
が
議

長
を
務
め
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
の
祭
典･

行
事･

会
計
の
報
告
が
さ

れ
、
末
川
責
任
役
員
か
ら
監
査
報
告
が
行
は
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
今
年
度
の
祭
典･

行
事
の
予
定
と
、

予
算
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
今
年
は
巳
年
と
い
ふ
こ
と
で
、

初
詣
を
は
じ

め
例
年
の
数
倍
も
の
参
詣
者
が
あ
り
、
特
に
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
型
連
休
の
時
に
は
、

近

く

の

空

き

地

を

ご

好

意

に

よ

り

お

借

り

す

る

こ

と

が

で

き

助

け

ら

れ

ま

し

た

。

こ

こ

に

深

く

感

謝

を

申

し

上

げ

る

次

第

で

す
。

※
右
の
写
真
は
臨
時
に
お
借
り
し
た
駐
車
場
の
入
口

で
す
。

（

神
社
ま
で
は
徒
歩
三
分
余
り
の
所
）

【
社
報
で
推
薦
し
た
図
書
一
覧
】

令
和
六
年
十
二
月
～
令
和
七
年
六
月

○
『
戦
う
こ
と
は
「
悪
」
で
す
か
』

~

サ
ム
ラ
イ
が
消
え
た
武
士
道
の
国
で
、
い
ま
私
た
ち
が
な

す
べ
き
こ
と~

葛
城
奈
海

著

○
『
国
防
の
禁
句
』

~

防
衛
「
チ
ー
ム
安
倍
」
が
封
印
を
解
く~

岩
田
清
文･

島
田
和
久･

武
居
智
久

著

○
『
間
違
い
だ
ら
け
の
家
族
観
』

～
儒
教
で
読
み
解
く
老
い･

父
性･

夫
婦･

死
～

加
地
伸
行

著

○

『
零
戦

最
後
の
証
言
』

神
立
尚
紀
著

○
『
皇
室
論
』

竹
内
久
美
子
著

～
な
ぜ
天
皇
は
男
系
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
～

○
『
価
値
観
の
侵
略
か
ら
日
本
の
子
ど
も
を

守
る
』

近
藤
倫
子
著

○
『
宮
司
の
経
営
』

田
川
伊
吹

著

～
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
伝
え
た
い
神
職
の
わ
た
し
が
得
た
仕
事
の

知
見
～

○
『
世
界
は
利
権
で
動
い
て
い
る
』

島
田
洋
一
著

【
神
社
崇
敬
会
の
活
動
予
定
】

○

令
和
七
年
度
の
会
計
監
査

六
月
二
十
四
日
（
火
）
十
時
か
ら

○

令
和
七
年
度
役
員
会

七
月
五
日(

土)

十
時
か
ら

《
今
年
度
の
寄
進
は･

･
･

》

今
年
度
の
崇
敬
会
か
ら
神
社
へ
の
寄
進
に
つ
い
て

は
、
七
月
五
日
の
役
員
会
に
て
決
定
さ
れ
ま
す
が
、

今
年
は
昭
和
改
元
よ
り
百
年
を
迎
へ
る
年
で
あ
り
、

ま
た
、
戦
後
八
十
年
と
い
ふ
節
目
の
年
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
節
目
に
ふ
さ
は
し
い
記
念
と
な
る
も

の
を
候
補
と
し
て
考
へ
て
ゐ
ま
す
。

当
神
社
は
氏
子
の
居
な

い
崇
敬
神
社
で
す
。

新
入
会
員
の
増
員
に
ご

協
力
を
お
願
ひ
い
た
し
ま

す
。
入
会
さ
れ
た
方
に
は

神
社
札
・
記
念
品
・
会
則

・
会
報
等
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
尚
、
会
員
の
方
の
み

お
守
り
等
の
郵
送
を
し
て

を
り
ま
す
。
電
話
等
に
て

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

［
岩
国
市
総
合
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
］

当

神

社

の

社
務
所
に
て

も
配

布
し
て
を
り

ま
す
。

崇敬者数
〈令和７年６月末現在〉

３５０個人と２３法人

計；３７３
令和６年度の会計報告は12月発

行の23号に掲載します。
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令
和
七
年
度
岩
國
白
蛇
神
社
祭
典･

行
事
予
定

【
四
月
】六

日(

日)

月
次
祭
、
三
十
日(

水)

月
次
祭
、

二
十
九
日(

火)

昭
和
祭

【
五
月
】十

二
日(
月)

月
次
祭
、
十
七
日(

土)

総
代
会
、

二
十
四
日(

土)

月
次
祭

【
六
月
】五

日(

木)

月
次
祭
、
二
十
九
日(

日)

月
次
祭
、

三
十
日(

月)

夏
越
し
大
祓

【
七
月
】十

一
日(

金)

月
次
祭
、
五
日(

土)

崇
敬
会
役
員
会

二
十
三
日(

水)

月
次
祭

【
八
月
】

三
日(

日)

大
掃
除
、
四
日(

月)

月
次
祭
、

十
六
日(

金)

白
蛇
供
養
祭

二
十
八
日(

木)

月
次
祭

【
九
月
】

九
日(

火)

月
次
祭
、
二
十
一
日(

日)

月
次
祭

【
十
月
】

三
日(

金)

月
次
祭
、
四
日(

土)

マ
ウ
ス
供
養
祭
・

岩
国
白
蛇
保
存
会
設
立
七
十
年
記
念
奉
告
祭

十
七
日(

木)

神
宮
神
嘗
奉
祝
祭

二
十
七
日(

月)

月
次
祭

【
十
一
月
】

三
日(

月)

明
治
祭
、
八
日(

土)

月
次
祭
、

二
十
日(

木)

月
次
祭
、
二
十
三
日(

日)

新
嘗
祭

【
十
二
月
】

二
日(

火)

月
次
祭
、
七
日(

日)

大
掃
除
、

十
六
日(

火)

例
祭
（
十
四
年
祭
）

二
十
六
日(

金)

月
次
祭

三
十
一
日
（
水
）
年
越
し
大
祓

※

二
十
七
日
（
土
）
臨
時
巫
女
研
修

《
令
和
八
年
》
午

年

う
ま
ど
し

【
一
月
】一

日(

木)

歳
旦
祭
、

三
日(

土)

元
始
祭
、

七
日(

水)

月
次
祭
、

三
十
一
日(

土)

月
次

祭

【
二
月
】三

日(

火)

節
分
祭
、
十
一
日(

火)

紀
元
節
祭
、

十
二
日(

木)

月
次
祭
、
十
七
日(

火)

祈
年
祭

二
十
三
日(

月)

天
長
節
祭
、
二
十
四
日
（
火
）

月
次
祭
、

【
三
月
】

八
日(

日)

月
次
祭
、
二
十
日(

金
）
月
次
祭

《
白
蛇
に
ま
つ
は
る
思
ひ
出
》
紹
介

『
地
域
に
広
が
る
白
蛇
の
和
』

幸
田

禎
浩

著

〈
前
岩
国
白
蛇
保
存
会
副
会
長
〉

ハ
ア
―

今
津
川
下

其
処
彼
方

神
の
化
身
の

蛇
が
棲
む

目
紅
い

肌
白
く

お
米
蔵

か
ら

這
う
て
出
る

象
牙
色
し
た

白
い
蛇

や
さ
し
い
姿

お
と
な
し
い

め
で
た
い
兆
し
と

郷
人
は

宝
冠

白
蛇

弁
天
と

祠
に
祀
っ
て

神
酒
捧
ぐ

ア
リ
ャ
ー
サ
ー

コ
ー
リ
ャ
ー

ド
ッ
コ
イ
ト
ナ
ー

こ
の
詩
は
、
毎
年
八
月
十
五
日
に
、
今
津
山
手
町

商
工
連
盟
主
催
に
よ
る
盆
踊
り
大
会
で
、
私
が
い
つ

も
唄
っ
て
い
る
音
頭
で
あ
る
。

こ
れ
は
今
津
町
五
丁
目
に
お
住
い
だ
っ
た
故
好
本

庄
一
さ
ん
の
作
に
よ
る
「
今
津
め
ぐ
り
」
の
中
の
一

節
で
あ
る
。

私
は
こ
こ
今
津
で
生
ま
れ
、
今
津
で
育
っ
て
き
た
。

記
憶
に
は
な
い
が
、
「
ハ
イ
ハ
イ
」
を
す
る
こ
ろ
、

真
っ
黒
い
天
井
か
ら
何
や
ら
白
い
も
の
が
落
ち
て
き

て
、
そ
の
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
す
る
も
の
を
持
っ
て
遊
ん

で
い
る
と
、
母
が
び
っ
く
り
し
て
捕
ま
え
、
外
に
逃

が
し
て
や
っ
た
。
そ
れ
が
白
蛇
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。い

ろ
い
ろ
な
会
合
で
自
己
紹
介
を
す
る
と
き
、
私

は
努
め
て
「
今
津
川
で
産
湯
を
使
い
、
世
界
的
に
も

有
名
な
白
蛇
の
生
息
地
今
津
で
育
ち
ま
し
た
」
と
言

う
よ
う
に
し
て
い
る
。

今
津
山
手
町
で
商
売
を
営
ん
で
い
る
商
店
主
た
ち
、

特
に
白
蛇
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
「
白
蛇
保
存
会
」

の
お
世
話
を
し
て
い
る
者
は
、
ほ
と
ん
ど
今
津
山
手

町
の
人
々
だ
。
白
蛇
が
商
売
の
神
様
で
あ
り
、
お
金

が
貯
ま
る
と
深
く
心
の
中
に
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。保

存
会
と
と
も
に
、
同
じ
よ
う
に
「
白
蛇
」
の
名

を
全
国
区
に
し
よ
う
と
す
る
会
に
「
白
蛇
保
存
会
」

が
あ
る
。
会
員
は
三
十
数
名
だ
が
二
代
目
が
い
る
く

ら
い
、
も
う

二
十
数
年
も

続
い
て
い
る
。

頼
母
子
形
式

に
し
て
、
毎

月
四
六
（
し

ろ
く
）
の
二

十
四
日
に
集

ま
り
、
一
杯

や
り
な
が
ら

天
下
を
論
じ
、

大
金
持
ち
に

な
っ
た
気
分
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に
浸
る
。

今
津
山
手
町
商
工
連
盟
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
カ
ラ

オ
ケ
の
会
「
歌
謡
教
室
白
蛇
」
が
あ
る
。
先
年
「
二

十
周
年
記
念
発
表
会
」
が
岩
国
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

う
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

い
つ
も
松
の
枝
に
巻
き
つ
い
て
い
る
白
蛇
が
表
紙
を

飾
っ
て
い
る
。

同
じ
く
、
今
津
山
手
商
工
連
盟
よ
り
生
ま
れ
た
の

が
、
「
岩
国
白
蛇
シ
ー
ル
」
で
あ
る
。
加
盟
店
で
百

円
買
い
物
す
る
ご
と
に
、
桜
に
白
蛇
模
様
の
入
っ
た

シ
ー
ル
が
も
ら
え
る
。
百
二
十
枚
を
台
紙
に
貼
っ
て

そ
れ
を
持
っ
て
い
く
と
百
円
に
換
金
で
き
、
ま
た
旅

行
や
景
品
が
当
た
る
く
じ
引
き
も
あ
り
、
皆
が
楽
し

み
に
集
め
て
い
る
。
商
連
の
半
数
近
く
が
会
員
と
な

り
、
も
う
数
十
年
も
続
い
て
い
る
。

（
続
く
）

［
平
成
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
白
蛇
保
存
会
創
立
五
十

周
年
記
念
誌
『
白
蛇
を
ま
も
っ
て
』
よ
り
］

伊
勢
の
神
宮
（
内
宮
）

参
道
へ
渡
る
宇
治
橋

【
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
】
案
内

伊
勢
の
神
宮
の
式
年
遷
宮
は
令
和
十
五
年
秋
の
最

も
重
要
な
儀
式
「
遷
御
の
儀
」
に
向
け
、
本
年
よ
り

関
連
の
お
祭
と
行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

式
年
遷
宮
は
二
十
年
に
一
度
、
社
殿
や
御
装
束
・

神
宝
を
は
じ
め
全
て
を
新
し
く
し
て
、
大
御
神
に
新

宮
へ
お
遷
り
い
た
だ
く
神
宮
最
大
の
お
祭
り
で
す
。

［
令
和
七
年
五
月

山
口
祭
】

新
宮
の
御
用
材
を
伐

り
出
す
に
当
た
り
、
御

杣
山
の
山
の
口
に
坐
す

神
に
伐
採
と
搬
出
の
安

全
を
祈
り
ま
す
。
御
杣

山
は
時
代
と
と
も
に
変

遷
し
、
現
在
は
木
曽
（
長

野
県
・
岐
阜
県
）
に
定

め
ら
れ
て
ゐ
ま
す
が
、

山
口
祭
は
現
在
で
も
神

路
山
、
高
倉
山
の
山
麓

に
て
五
月
二
日
に
行
は

れ
ま
し
た
。

［
令
和
七
年
五
月

木
本
祭
】

御
正
殿
の
御
床

下
に
奉
建
す
る
心

御
柱
の
御
用
材
を

伐
採
す
る
に
あ
た

り
、
そ
の
木
の
本

に
坐
す
神
を
祀
り

ま
す
。
古
く
よ
り

神
秘
の
儀
式
と
さ

れ
、
今
回
は
五
月

二
日
真
夜
中
に
行

は
れ
ま
し
た
。

神
宮
大
麻
（
御
札
）
は
十
一
月
か
ら
授
与
が
始

め
ら
れ
ま
す
。

［
令
和
七
年
六
月
御
杣
始
祭
］

御
用
材
を
木
曽
の
御
杣

山
で
正
式
に
伐
り
始
め
る

お
祭
り
で
す
。
最
初
に
御

樋
代
木
と
呼
ば
れ
る
、
御

神
体
を
お
納
め
す
る
御
器

を
奉
製
す
る
た
め
の
檜
を

伐
採
し
ま
す
。
御
樋
代
木

は
御
杣
山
の
山
中
で
左
右

に
並
ぶ
二
本
の
檜
を
選

び
、
「
三
ツ
緒
伐
」
と
い

ふ
古
式
の
作
法
で
伐
り
倒

し
ま
す
。
六
月
二
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

［
令
和
七
年
六
月

御
樋
代
木
奉
曳
式
］

御
杣
山
で
伐
採
さ
れ
た
御

樋
代
の
た
め
の
御
料
木
を
、

内
宮
と
外
宮
の
域
内
の
五

丈
殿
前
に
曳
き
入
れ
る
儀

式
で
す
。
伊
勢
に
到
着
し

た
御
樋
代
木
は
、
内
宮
・

外
宮
と
も
古
式
の
ま
ま
に

神
域
へ
曳
き
入
れ
ら
れ
ま

す
。

［
令
和
七
年
九
月

御
船
代
祭
］

御
樋
代
を
お
納
め
す
る

器
で
あ
る
「
御
船
代
」
の

御
料
木
を
伐
採
す
る
お
祭

り
で
す
。
内
宮
と
外
宮
の

宮
域
内
に
設
け
ら
れ
た
宮

山
祭
場
で
行
は
れ
ま
す
。
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